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此にはフィー ドフォー ワー ドル プーと呼べるものが介在する
個 の々昔が未来の方向を予卸させるものを内に秘めた運動であり､その瞬時瞬時に発音する音
は､曲全体の中の音として予め考えられる (最適な)可能性の範囲で行なう選択である.
しかし､発音された瞬時後､フィー ド･フォー ワー ドで求められた音楽の相とのズレはフォー






























































































閉空問 (人間化された空間) 開空間 (自然の中)
エコ-ー.′ヽ一一モニ-ー 普 :突き通す
































































































* 高吹き : 基本倍音に対しその上の倍音が上方へズレてしまう
【原因】 I.インプット アウトプットがコシトロー ルされていない
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